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『死滅の谷』 の原題は ｢疲れた死神          ｣ であり､ さらに ｢六
節のドイツ民謡                             ｣ という副題がついて
いる｡ この作品は､ グリム童話の中の ｢死神の名づけ親｣ (             )
と ｢死神のおつかいたち｣ (              )を主な素材にして､ カリフ
の国バグダッド､ ルネサンスのヴェネチアそれに古代中国といった異国情緒
あふれるエピソードを物語の中に挿みこんだ枠物語の形式をとっている｡ こ









年代初めの 『プラーグの大学生』 (1913)､ 『ゴーレム』 (1915) や 『もう一人
の男』 (1915) などに見られる二重身や怪奇の作品に見られるが､ ワイマー
ル初期の映画もその伝統を受け継ぎ､ 二重身とともに恐怖や死のモチーフが
好んで用いられている｡ 『死滅の谷』 は､ Ｆ・Ｗ・ムルナウの 『ノスフェラ
トゥ』 (1922) と並ぶ､ 恐怖を愛と死のモチーフにくるんで描いたドイツの
国民性の見事な形象化である｡




『死滅の谷』 には､ 先に触れたグリム童話のほかにも､ ドイツ・後期ロマ
ン派の詩人で､ 怪奇と幻想を描いた    ホフマン (1776 1822) や､ 愛と
憧れ､ 旅の生活を叙情豊かに歌った   アイヒェンドルフ (1788 1857) な
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図１ 中世の死神の姿                                           
図２ 同上書    





ひとつの重要なキーワードである (図１ ２)｡ グリム童話の ｢死神の名づけ
親｣ の死神は女性であるが､ 背が高く､ 恐ろしく痩せていて､ 黒い面ぎぬに
包まれている２)｡ その死神は中世の小都市 (の十字路) に現われ､ 墓地のす
ぐ近くに住んでおり､ 夜の仕事に専念している｡ グリム童話と同様に､ ドイ
ツ・ロマン派の作品に登場する多くの死神は旅人の姿をしていて､ 黒いマン
トに身を包み､ 杖を持ち､ つばの広いソフト帽をかぶり､ 砂時計を持ち､ 命
の生誕と消滅の象徴としての蝋燭を管理する存在である｡ 『死滅の谷』 の死

































１－１ 作品の構成 副題 ｢六節のドイツ民謡｣ の具体的内容
副題に ｢六節のドイツ民謡｣ とあるように､ この作品は次のような構成と
なっている｡
第一節(           ) は､ 第二節とともに外枠を形成している｡ 若い
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に嘆願する｡ 最後のチャンスが娘に与えられる｡ 疲れた死神は折れて､ 一時
間以内にほかの人間の命を持ってくれば恋人の命を助けてやろうと言う｡
娘は老い先短い薬剤師や､ 道端の乞食､ さらには人生に疲れたという施療













また､ 物語は同じ日の夜10時に始まり真夜中に終わる｡ つまり､ 夜10時ま
では時間の経過は具体的に述べられることはなく､ ちょうど10時に娘は塀の
そばで幻影を見る｡ そして､ 夜警が ｢11時｣ と叫ぶと､ 娘は死神の世界に誘







は､ 町の郊外から始まり､ 町に到着する｡ やがて娘は死神の世界に入って行
き､ オリエント､ ヴェネチア､ 中国を巡り､ また死神の世界に戻り､ 最後は
町に戻ってきて､ 赤ん坊を救う自己犠牲によって恋人と結ばれて新たな世界
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図３ 死神 (ベルンハルト・ゲェツケ) と娘 (リル・ダゴファー)
よって現世での死は来世での生となって甦るのである｡ 最終場面に示される






『死滅の谷』 の舞台装置の役割を担ったのは､ 表現主義映画 『カリガリ博
士』 (1919) の舞台を担当したヘルマン・ヴァルム､ ワルター・ヘーリヒお
よび以後のラングの映画作りに積極的に関ったローベルト・ヘルルトである｡
しかし､ 『死滅の谷』 は 『カリガリ博士』 とは違って演劇的な書き割りでは































次に､ 場を狭める装置としての幕 (       ) と階段 (      ) につい
て見てみよう｡
ヴェネチアのエピソードにおいて､ ジョヴァンフランチェスコがフィアメッ






































下に降ろし､ その命を救う｡ この火事によって､ すべてを遮断していた塀は
崩れ落ち､ 内と外の境界は無くなったように見える｡ しかし､ 内と外を結び
付けていた窓が火に包まれたとき､ 死神との闘いを諦め､ 地上に飛び降りる
ことをせずに死に赴いていく｡









以上のように､ 人間の宿命との闘いを中心テーマにして､ 追跡と逃走､ 恋
の冒険と変装､ 明るい昼間と暗い夜といった対立する構図を持ったこの作品
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図5 疲れた死神の本音を語る字幕 図６ オリエントのエピソードの字幕
にふさわしい舞台装置が随所に配置されていることが分かる｡
５. 評価をめぐって
『死滅の谷』 の初演は､ おおむね好評を持って迎えられた｡ それらは主に
絵画的な美しさ､ 詩情豊かな形像群､ 完成された牧歌的風景や真に魂を与え











『バグダッドの盗賊』 (1924) 製作のために､ ラングの中国のエピソードの中
の素晴らしい技巧を凝らした魔法の馬､ 小人の国の軍隊や空飛ぶ絨毯のトリッ
ク撮影の権利を買い取ったためである｡     ムルナウも 『ファウスト』
(1926) において､ このトリック撮影を活用したことはよく知られている ｡
また､ この作品は､ 若いスペインの劇場監督であったＬ. ブニュエルをして
映画に開眼させたという意味でも画期的なものであった13)｡
むすびに
ロッテ・アイスナーは 『死滅の谷』 の批評の中で､ ｢ドイツ人は破壊の幻
想に取りつかれている｡ 死への恐怖のあまり､ 宿命を逃れる手段を求めるこ
とに身も心も疲れ果てている｣14)ことが､ この作品を読み解く鍵であると述
べている｡ さらに､ 彼女はドイツ的な感受性と夢想性を極度に解放して､ 自
己の内面を無限の世界に飛翔させた､ ドイツ・ロマン派の小説家ジャン・パ






行くが､ 魂を傷つけることなく､ 優しい手でエデンへと導き､ そこで魂
はふたたび温められるのだ｡｣15)























８)            (丸尾学訳 『カリガリからヒトラーへ､ ドイツ映画1918 1933における集団心理
の構造分析』 みすず書房､ 1970年､ 93頁)
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